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平成２５年度に実施する

まちの主な仕事

予 算 の 特 徴
■一般会計の予算規模は、東日本大震災の復興事業等により前年度比 4.4％増の 97 億 3,970 万円となりました。
■長引く景気低迷、東日本大震災の復興の遅れ、少子高齢化と社会保障問題、雇用情勢の悪化など、国全体で取り

組むべき多くの課題が山積している昨今、地方財政を取り巻く環境は厳しく、依然として予断を許さない状況下
での予算編成となっています。しかしながら、震災復興・防災等に関するものについては、重点的に配分をした
予算編成を行ないました。

一般会計の内訳

歳入
97 億円

歳出
97 億円

自主財源
32.9％

義務的経費
45.1％

　人件費
12.3 億円（12.6％）

扶助費
18.1 億円

（18.6％）

繰出金
14.8 億円

（15.2％）

その他
3.3 億円 

（3.4％）

その他の
経費

45.2％ 

投資的
経費

9.7％ 公債費
13.5 億 (13.9％）

物件費
13.6 億 (14.0％）

普通建設
事業費

9.5 億円
(9.7％）

補助費など
12.3 億円
(12.6％）

地方交付税
34.8 億円

35.7％

繰入金・分担金など
9.5 億円（9.8％）

町税
22.5 億円

23.1％

町債
7.8 億円

8.0％

    地方譲与税ほか

3.9 億円

（3.9％）

国・県
支出金

19.0 億円
（19.5％）

（町民税や
固定資産税
など）

（職員の給料など）

（保育園運営費、
　         手当など）

（借入金の返済）

（道路などの建設費用）

（委託料、
光熱水費など）

（広域事務組合の負担金、
団体への補助交付金など）

（特別会計に対する支出）

（町の借入金）

（事業などに対
する国・県か
らの補助金・
負担金）

（基金の取り崩しなど）

（財政力に応じ国から
交付されるもの）

当初予算のあらまし

依存財源
67.1％

　今年度において、町が実施する主な事務事業をお知らせします。ここでは、町
の基本指針である「第１次おいらせ町総合計画」に掲げられた 7つの「まちづく
り基本方針」に沿って、事業を担当する課ごとに、わかりやすく整理しています。

平成 25 年度当初予算が町議会 3 月定例会で成立しました。
予算は、生活に密接に関わっています。

そこで、町民の皆様にその概要をお知らせします。
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わたしたちが抱える地域課題を大学などの研究機
関と連携して、関係者との交流や現地調査などを
通じて解決に向けた提言をまとめます。

当町のまちづくりの向こう 5ヵ年の基本指針と
なる第 1次おいらせ町総合計画の後期基本計画
( 平成 26年度～ 30年度 ) を策定します。

委員会が実施する事業（ほら吹き大会などの主催
事業・視察研修事業・まちづくり活動団体支援事
業等）に対して、その活動に要する経費を助成し
ます。

首都圏在住の当町出身者などによる「東京おいら
せ会」の運営を援助し、会員と地元の情報交換の
機会を推進することで人的ネットワークを創出し
ます。

当町出身者などで町のイメージアップや地域の活
性化につながると期待される方のうち、本人の同
意を得て町長が委嘱する「大使」と情報交換や交
流を図ります。

町自治基本条例に基づき、一定規模の地域を単位
として設立する自治組織の設立支援や活動経費の
助成をします。

域学連携まちづくり調査事業

総合計画策定事業

まちづくり推進委員会助成事業

東京おいらせ会事業

おいらせ町ふるさと大使事業

総務課

企画財政課

企画財政課

企画財政課

企画財政課

まちづくり防災課

1,402 千円

1,238 千円

1,400 千円

358 千円

341 千円

4,729 千円

住民と議会・行政がともに考え、行動するまち
基本方針 1

多様な交流の促進
人権の尊重

コミュニティ活動の促進
自治・参加・協働の推進

住民自治推進事業

下田公園周辺の良好な景観形成を図り、昨年度か
ら移植したアヤメを駐車場東側湿地帯へ拡大する
ため、湿地帯の盛土工事を実施します。

遺跡の記録保存を図り、開発行為を円滑に進める
ため、町内の周知の埋蔵文化財包蔵地内における
個人住宅建築等に先立ち、発掘調査を実施します。

白鳥飛来地駐車場環境整備事業 埋蔵文化財発掘調査事業

商工観光課 社会教育・体育課1,365 千円 6,677 千円

自然と利便性が調和するまち
基本方針 2

地域の特性にあった土地利用
自然環境との共存

コミュニティ組織に対し、ハートピア助成金、集
会施設の建設・維持管理などの補助を実施し、ま
た自治会活動保険に加入し、自主的なまちづくり
を支援します。

コミュニティ活動推進事業

まちづくり防災課 11,392 千円

集会施設などの老朽化などによる修繕を実施しま
す。なお、修繕については建築年数や状態を見な
がら、緊急度の高い順に修繕などを行い維持管理
に努めます。

集会施設等修繕事業

まちづくり防災課 1,450 千円

町民の郷土愛の醸成と町を伝えることができる人
材の育成を図るため、一般町民、有識者から構成
される検討委員会を組織し、“ おいらせ検定 ” の
あり方などについて意見をとりまとめます。

幼稚園に就園している園児（3才～ 5才）の保護
者からの申請に対し、所得状況に応じた階層区分
により奨励費として補助します。

おいらせ検定プロジェクト事業

幼稚園就園奨励費事業

ふるさと学習塾開催事業

商工観光課

学務課

375 千円

15,667 千円

心豊かな人育てと伝統・文化が香るまち
基本方針3

町民の自己学習の機会の充実を図るため、年間４
回、各分野における著名人、地元講師などを招き、
講演会形式で開催します。

社会教育・体育課 2,878 千円

新規新規

新規

文化財の保存・継承・活用

豊かな人間性を育む生涯学習の推進教育環境づくりの推進学校教育の充実 青少年の健全育成

スポーツ・レクリエーションの振興芸術文化活動の推進
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特別な支援を必要とする児童生徒の学校生活支援
を行うため特別支援教育支援員を配置します。

今年度において建設する木ノ下小学校第 2体育
館の屋根に太陽光発電システムを整備します。

今年度において建設する木ノ下小学校第 2体育
館の外構工事と雨水排水対策工事を実施します。

校舎や体育館の維持補修のため、年次計画で屋根
及び外壁の塗装工事を実施します。今年度におい
ては、下田小学校の校舎及び体育館の屋根、外壁、
内装などを改修します。

昨年度において建設した下田中学校体育館に引き
続き、旧体育館跡地の舗装及び側溝などの排水施
設を整備します。

町民の生涯学習に取り組むきっかけづくりとし
て、日頃の文化活動の成果を発表するイベントを
10月 26日・27日に開催します。

特別支援教育支援員配置事業

木ノ下小学校屋外教育環境整備事業

学校屋根・外壁改修事業

下田中学校屋外教育環境整備事業

生涯学習フェスティバル助成事業

学務課

学務課

学務課

学務課

学務課

社会教育・体育課

13,727 千円

65,473 千円

55,393 千円

42,514 千円

29,684 千円

540 千円

生活関連道路整備計画に基づき、必要な道路を整
備します。今年度は、国道 45号神明前交差点の
改良などに伴い、例年より予算を増額しています。

国からの復興交付金を活用して、二つの河川に挟
まれて避難が困難となる川口地区に高層の避難施
設を整備します。今年度は、用地取得と実施設計
を進めます。

県が実施する明神川の拡幅工事に伴い、沼端 3
号橋の橋梁幅を 4.5m から 5.5m に拡幅する工事
経費の一部を負担します。

非常用物資備蓄計画を策定して、災害時３日間を
過ごせる程度の物資（毛布・備蓄米等の食糧など）
の備蓄を計画的に行います。

自主防災組織が実施する訓練などの活動費及び資
機材等の整備費を助成します。（活動助成金：上
限 5万円／資機材助成金：上限 50万円）

これまでの試行実績を活かし、町内会などを中心
とした歩道除雪隊の協力を得て、町の除雪作業が
及ばない歩道除雪を実施します。

町内会、子ども会などが実施する資源ごみの集団
回収において、資源物を売却した実績により 1kg
あたり 10円を奨励金として交付します。

降雪時の道路の除雪作業を建設事業者などへ委託
することにより実施します。今年度は、除雪委託
料や融雪剤購入費などを昨年度より増額して対応
します。

町道整備事業

津波避難タワー整備事業

明神川沼端 3 号橋拡幅事業

非常用物資等備蓄事業

自主防災組織育成支援助成事業 町内会歩道除雪委託事業

資源集団回収奨励金交付事業

除雪対策事業

地域整備課

まちづくり防災課

地域整備課

まちづくり防災課

まちづくり防災課 地域整備課

環境保健課

地域整備課

225,675 千円

97,500 千円

50,000 千円

9,794 千円

4,750 千円 1,826 千円

2,500 千円

40,012 千円

基本方針 3

6 月 23 日に実施する「いちょうマラソン大会」
の経費について、その主催者である実行委員会に
対して補助します。

いちょうマラソン大会助成事業

社会教育・体育課 1,100 千円

町内の交通利便を図るため、交通事業者へ委託し
ておいらせ町民バスを運行します。路線や時刻に
ついては昨年どおり運行し、必要に応じて改正を
検討します。

農業用使用済プラスチックの野焼きや不法投棄な
どを防止し、適正処理を推進するため、農業協同
組合が農家から回収した農業用使用済プラスチッ
クの処理に要した費用の一部を助成します。

町民バス運行事業農業用使用済プラスチック回収促進対策事業

企画財政課農林水産課 23,324 千円3,400 千円

心豊かな人育てと伝統・文化が香るまち快適で安心して暮らすことができるまち
基本方針 3

文化財の保存・継承・活用

豊かな人間性を育む生涯学習の推進教育環境づくりの推進学校教育の充実 青少年の健全育成

スポーツ・レクリエーションの振興芸術文化活動の推進

新規

新規

新規

新規

新規

地球温暖化の防止及び環境保全意識の高揚を図る
ため、自ら居住する住宅に太陽光発電システムを
設置する者に対して補助します。（１kwあたり
４万円で上限 16万円）

住宅用太陽光発電システム設置補助事業

企画財政課 8,000 千円

定住促進に向けた環境整備交通安全の推進防犯体制の充実防災体制の充実

公園・緑地の整備
衛生的で快適な上下水道の整備
町営霊園の整備・利用促進

情報通信基盤の充実公共交通の利便性と活用の促進計画的な道路整備
良好な町営住宅

環境保全・環境美化の推進資源循環型社会の形成

木ノ下小学校第 2 体育館太陽光発電
設備整備事業
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昭和 56年以前に整備された建築耐震基準を満た
さない施設について、改築を行う保育所の事業費
の一部を助成します。今年度は、深沢保育園が改
築を予定しています。

平成 24年 10月に「子ども・子育て関連 3法案」
が成立したことに伴い、子ども・子育て支援事業
計画を策定します。今年度は、アンケート調査を
実施します。

国及び県の健康増進計画に基づいて、町民の健康
寿命延伸及び健康でこころ豊かな生活の確立を目
指して当町の計画を策定します。併せて、食育推
進計画も策定します。

障がい者が地域で安心して暮らせる社会の実現を
めざし、在宅の障がい者（児）の障がい程度区分
に応じて、日常生活を営むために必要なサービス
を提供します。

地域医療の充実を図るため、医療機器の更新や新
規医療機器を購入し、安全と安心な医療を提供し
ます。今年度は、検査機器と医療事務システムな
どの更新を行います。

町民が生活習慣病の早期発見と「自分の健康は自
身で守る」という意識高揚を図るため、健康に関
する展示や体験を提供する健康まつりを開催しま
す。

今年度で 75歳以上になる町民を対象として例年
9月に社会福祉協議会と共催により、表彰と記念
品を贈呈する式典と懇親会を開催します。また、
町内会単位で実施の委託を推進します。

民間保育所耐震化改築等整備助成事業

子ども・子育て支援事業計画策定事業

健康増進計画・食育推進計画策定事業

障がい福祉サービス事業

医療機器購入事業

健康づくり推進事業

敬老会事業

町民課

町民課

環境保健課

介護福祉課

おいらせ病院

環境保健課

介護福祉課

69,106 千円

1,856 千円

500 千円

266,645 千円

32,037 千円

1,612 千円

4,828 千円

みんなが互いに助け合うまち
基本方針 5

子育て支援の充実地域で支える福祉ネットワークの形成地域医療体制の整備健康づくりの推進
社会保障の充実安心して暮らせる高齢者福祉の充実障がい者の自立支援の充実

下田公園の景観形成と観光交流を図るために、『里
山公園』の整備計画を推進します。今年度は、内
外の有識者を招いて「里山フォーラム」を開催し
ます。

米の品質低下等を招く大きな要因とされている斑
点米カメムシの防除対策として、薬剤による防除
を促進するため、水稲農家へ薬剤購入費の一部を
助成します。

安定的な雇用機会の創出を図るため、新規学卒者
又は非自発的離職者を雇用した町内事業所に対し
て、雇用奨励金を交付します。また、被災者復興
枠による拡充措置もあります。

おいらせブランド推進協議会によるブランド推進
事業に対してその活動費の一部を助成します。

国の「緊急雇用創出事業」を活用して、被災離職
者（被災地域の若者・女性・高齢者・障がい者）
の雇用確保を図ります。なお、町から 2件の事
業を委託することにより実施します。

おいらせ町里山整備事業

カメムシ防除対策事業

地域雇用創出推進事業

おいらせブランド推進支援事業

雇用復興推進事業

商工観光課

農林水産課

商工観光課

商工観光課

商工観光課

621 千円

2,700 千円

11,460 千円

1,224 千円

66,677 千円

活力を創出し住み続けることができるまち
基本方針 6

地域の生活圏に根ざした商業の充実
水産業の経営基盤強化後継者・担い手農家の育成と農業基盤の整備おいらせブランドの確立 雇用環境の充実

地域資源を活かした観光の促進 立地条件を活かした工業振興

町観光協会が主体となり、年間を通じて実施する
10 種類のイベントなど、その活動に要する経費
の一部を助成します。

町観光協会補助事業

商工観光課 15,097 千円

東日本大震災の影響等により低迷する商店街の活
性化を図るため、町商工会が行うイベント事業
に対して助成します。具体的活動は商店街への
シャッターアートを実施します。

商工観光課 1,500 千円

商店街活性化イベント事業

子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、0歳
から中学校卒業までの子どもを対象に、保険適用
となる医療費の一部の保護者負担分を町が全額助
成し、無料化するものです。

子育てを安心してできる環境づくりを推進するた
めに、町では延長保育事業、休日保育事業、障害
児保育事業、病後児保育事業、保育所地域活動事
業、一時預かり事業、地域子育て支援センター事
業を町内の保育園に委託して実施しています。

町民課

町民課

105,318 千円

109,327 千円

乳幼児等医療費給付事業

特別保育事業
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役場分庁舎の耐震補強工事を実施して地震に対す
る耐力度を高めます。

町内外に町の概要や魅力を紹介するために、町勢
要覧を発行します。なお、発行にあたっては、多
彩な写真を用いて、おいらせ町のイメージアップ
を図ります。

課税客体の適正な把握と業務の向上・公平な賦課
を図るため、より精度の高い固定資産基本図を作
成します。

合併時に作成した町ホームページの情報を取得す
る側と発信する側の双方にとって利用しやすいよ
うに、新たに作り直します。

これまで維持管理してきた最終処分場を廃止する
ため、水質・ガス等の定期的なモニタリング調査
を実施します。

死亡者本人または葬祭主がおいらせ町に住所を有
し、十和田地域広域斎苑で火葬する場合の火葬場
使用料を無料化します。

現在検討している庁舎整備基本方針に基づき、よ
り具体的な庁舎整備基本計画を策定します。

公共施設の計画的な改修のための基金を造成しま
す。今年度は、学校施設の屋根及び外壁の改修分
の財源として昨年度より予算を増額しています。

役場分庁舎耐震改修事業

町勢要覧発行事業（継続）家屋全棟調査業務委託事業

ホームページ運営事業

最終処分場管理事業

十和田地域広域斎苑使用料無料化事業 おいらせ町庁舎整備基本計画策定事業

公共施設等整備基金造成事業

分庁サービス課

総務課税務課

総務課

環境保健課

環境保健課 行政管財課

企画財政課

99,000 千円

2,455 千円10,560 千円

4,974 千円

9,541 千円

1,150 千円 8,925 千円

170,534 千円

住民主体の「まちづくり」を支える基盤づくり
基本方針 7

職員の資質向上事務事業の効率化の推進広聴機会の充実情報共有と情報公開の推進
広域連携による自立的な地域づくり健全な財政運営の推進効率的な行政サービスの提供
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新規

新規

新規

新規
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